
 
 
 

参考資料 

「パワー・ハラスメント」を起こさないために注意すべき言動例 
 
 

〔はじめに〕 

① 「パワー・ハラスメント」については、法令上の定義はありませんが、一般 
に「職権などのパワーを背景にして、本来の業務の範疇を超えて、継続的に人 
格と尊厳を侵害する言動を行い、それを受けた就業者の働く環境を悪化させ、 
あるいは雇用について不安を与えること」を指すといわれています。 
なお、業務上の指導等ではあるが、その手段や態様等が適切でないものも、 

本来の業務の範疇を超えている場合に含まれると考えられます。 
② 「「パワー・ハラスメント」を起こさないために注意すべき言動例」において 
は、上記のような事実上の定義や裁判例等を参考に、その言動について６つの 
パターンに分類し、それぞれのパターンごとに、「パワー・ハラスメント」に該 
当し得るケース及び「パワー・ハラスメント」を起こさないために上司として 
心得るべきポイントを記載しています。 
ただし、上司の言動が実際に「パワー・ハラスメント」に該当するかどうか 

は、当該言動が継続して行われているものかどうか、当該言動が行われること 
となった原因、当該言動が行われた状況等をも踏まえて判断する必要があり、 
ここにある言動のすべてが直ちに「パワー・ハラスメント」に該当するとは限 
らない点は注意が必要です。 
なお、６つに分類したパターンは便宜的に設けたものであり、実際の「パワ 

ー・ハラスメント」は、各パターンが重複している場合等もあり得るものと考 
えられます。 

③ 「パワー・ハラスメント」は、職場内秩序を乱し、各組織の正常な業務運営 
の障害となり得るとともに、殊に、上司から部下への不用意な言動によって、 
職員の勤労意欲を減退させ、ひいては精神的な障害に陥る職員を発生させる要 
因にもなり得るものです。 
管理監督者は、この言動例等を参考にしながら、「パワー・ハラスメント」に 

ついて十分問題意識を持つとともに、自ら「パワー・ハラスメント」を起こさ 
ないのはもちろんのこと、職場において「パワー・ハラスメント」が起きてい 
ないかどうか日常的に注意することが重要です。 
また、人事担当部局においても、必要に応じてその防止について注意喚起す 

るとともに、「パワー・ハラスメント」に関する職員からの苦情相談について適 
切に処理するなどの対応が必要です。



 
 
 
                                
 

 
 

 
 

 
 
パターン① 

暴言 

～人格の否定にならないような叱り方をしていますか？～ 
 
 
【事例１】 

上司Ａは、部下に対して、間違いをすると、「こんな間違いをするやつ 

は死んでしまえ」、「おまえは給料泥棒だ」などと暴言を吐く。部下が謝 

っても許してくれず、むしろ「存在が目障りだ。おまえがいるだけで皆が 

迷惑している」など、暴言を吐き続けることもある。 
 
 
【事例２】 

上司Ｂは、普段からおとなしいある部下の性格を何かにつけて面白おか 

しく取り上げ、「君はネクラだ」、「もっと明るい顔をしろ」などと言っ 

ている。この間もその部下が会議でプレゼンをしたとき、何度か資料の読 

み間違いなどをしたことについて、発表の方法等を指導せずに、「君のプ 

レゼンが下手なのは、暗い性格のせいだ。何とかしろ」などと言った。 
 
 
 
 
 

－「パワー・ハラスメント」を起こさないためのポイントー 
・ 部下に暴言を吐くことは、職場の内外を問わず、懇親会の席などざっ 

くばらんな雰囲気の場でも、許されるものではありません。 

・ 厳しく叱ることも部下を指導する上で時には必要ですが、その場合も 

言葉を選んで、適切に対応することが必要です。 
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